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かつて私にとって、北海道理学療法士学術大会は「自分には関係ない」場所でした．私が卒後 10年間で、本大

会に参加したのは一度だけ．私以外にも「関係ない」と感じる方はいて、その理由は人それぞれにあると思いま

す．「場違いに思える」「発表するようなことはしていない」「行っても何を持ち帰れるか分からない」．私の場合

は、ここに自分の問いの答えがあるとは思っていませんでした．そんな私でしたが、今回、大会長を拝命しまし

た．そしていま、皆さんにはこの学会に参加し、自分の疑問に近い話やほかの施設の工夫に触れて、日々の実践

を考える手がかりを持ち帰ってほしいとさえ考えています． 
 

そう考えるようになったきっかけは、1 回の立ち話でした．ある学会の休憩時間、自動販売機の前で、見知ら

ぬ方に声をかけられました．「さっきの発表、面白かったよ．うちでも似てることやってんだ」．その立ち話をき

っかけに、その方とはいまも学会で会うたびに意見を交わすようになりました．そのとき教えてもらった評価は、

いまでも使っています．論文や発表の向こうにいる人のことが分かってからは、それまで白黒で味気なかったも

のが、少し色を帯びて見えるようになりました． 
 

北海道の学術大会への見方を変えたもう一つのきっかけは、支部の運営に携わるなかで、それまで面識のなか

った施設の方々とやりとりする機会が増えたことでした．私と同じことで悩みながら、私とは違う工夫をしてい

たり、研究への関わり方はそれぞれでも、目の前の対象者を少しでもよくしたいという同じ思いがあったり．そ

うしたやりとりを重ねるうちに、普段関わる施設や支部の枠を越えて、道内の人たちがどんな思いで、どんな実

践をしているのかを、もっと知りたい．そう思ったとき、その人たちが集まる場所として、この学術大会が見え

てきました．それから 10年間は、ほぼ欠かさずこの大会に参加してきました． 
 

研究で一般化できる知見を得ることも、自分の問いの答えを専門分野の学会に求めることも大切です．ただ、

学術大会には、そこで触れた知見や工夫、熱量を、自分の現場にどう生かせるかを考える場としての価値もある

と思います．発表を聞きながら「目の前の対象者に、この評価や介入でよいのか」と自分の臨床を振り返り、次

に何を試し、何を確かめるかを考える．聞いて考えることも、大切な参加の形です．あの立ち話も、始まりは発

表した私ではなく、聞いてくれていた方の一言でした．そこから一歩進んで疑問や経験を交わせば、自分にはな

かった見方に触れることもできます．一人の臨床家の問いや工夫が、別の誰かの現場で次の実践につながる．そ

うした学びや対話の場として、学術大会が必要なのだと思います． 
 

七十七回目を迎えるこの大会が、北海道の理学療法士をつなぐ拠点になる．そこから、誰かに相談したり、自

分の実践を見直したりする、次のアクションが生まれる．そして来年、「去年はどうも」というやりとりが、会場

のそこら中で起きている．その景色を見たくて、この二日間を準備しています． 
 

そこで今大会では、参加してくださったどんな方にも、あの立ち話のような出会いや対話のきっかけが生まれ

るように、いくつかの場（発表者による 1分間自己紹介ピッチ、ポスター発表でのフリーディスカッション、ネ

ットワーキングセッション、養成校ラウンジ）を用意しました．自分の疑問に近い話や、ほかの施設の工夫を探

すつもりで、気になる発表や企画をひとつ選んでみてください．声をかける余裕のある方は、隣の人に「どちら

からですか」「うちではこうしているのですが、そちらはどうされていますか」と尋ねてみてください．聞いて考

えることも、問いを交わすことも、次のアクションの始まりです． 
 

とはいえ、学術大会が出会いのきっかけまで用意する必要があるのか．準備のあいだ、私自身、何度も迷いま

した．大会長講演では、その迷いと企画に込めた思いにも触れながら、北海道で実践する人たちがつながり、次

なるアクションを起こす手がかりを、皆さんと考えたいと思います．  


